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1 浴衣地 綿　100％ 平　織 0，33327274442
2 38．05 58．0 0．8（0．2）0．6（0．8） 2 〃（縞） 〃 〃 0，32134247347
3 38．1 58．1 1．05 0．65 3 藍木綿 〃 〃 0，45922216249
4 38．2 58．15 1．3 0．7 4 モスリン 毛　100％ 〃 0，25428263530
5 58．25 1．7 0．7 5 アンサンブル地 〃 〃 0，32232214232
6 58．35 2．0 0．6 6 紬　1 絹　100％ 〃 0，28331 254739
7 58．5 2．4 0．4
7 紬　H 〃 〃 0，216392641 43
8 58．6 2．4 0．15
8 縮緬 〃 紋縮緬 0，44758412732





































































































































































試料 ドライ スチーム 切ドライ 切スチーム 2　　　3　　　4　　　5　　　6 7 8
不足量
1 2．4 2．8
試　料　　　　｛％） 1．3　　　　　1．7　　　　　2．2　　　　　2．9　　　　　3．4 4．1 4．1
1 ……
2 4．8 5．6 2
3 3．8 6．8 3 一一一一一……… 煤




6 0．4 0．4 1．4 轡 o…一一一★
2．0 3．2，7 2．4 8 o
8 4．6 7．8 9 o
10 Q－・…一………★
9 2．4 3．4
10 0．6 0．8 1．8 図10　不足量Dとアイロンによる伸び率の関係
（ ％　）
　⑥表3はアイロンかけのちがいによる伸び率を示す。図10は肩幅と後ろ幅の差が2cm～8cmあ
る時耳が納まる斜線の長さ（図1）において不足量となったDの割合（％）に対し表3のアイロ
ンかけによる伸び率（％）の位置を符号で記入した。いま肩幅と後ろ幅の差が最も問題となる3
cm～5　cmの間では，図10より次のようなアイロンの扱いが考えられる。綿の試料1，2，3では
ドライアイロンからスチームアイロンの範囲，毛の4，5ではスチームアイロンから切り込みス
チームの範囲，絹の6は前記の通り特例とみると絹の7，8，9はドライアイロンから切り込み
ドライアイロンの範囲で不足量をおよそまかなうことが出来る。耳の伸びにくい試料10は切り込
みスチームアイロンでようやく1．8％にとどまる。
　特に伸び率の低い紬とシルックについて，切り込み数2倍にしスチームアイロンで実験し24時
間後測定した所，平均で紬は直後2％，24時間後1．8％の伸び，シルックは直後2．4％，24時間後
1．0％である。アイロンかけ直後には耳に近い部分が伸びるが，もどり率は大きく，切り込みを多
くした効果を得ることが出来ない。
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IV　ま　　と　　め
　着用者にあう寸法で和服を構成する場合，細めの後ろ幅から広い肩幅への傾斜の縫代仕末のた
め各試料の耳の伸び率，もどり率，アイロンの扱い等をみた結果次のようである。
　1　オートグラフの引張り荷重と伸長曲線では諸元にみる各々の繊維，糸，織り等の特徴をよ
　　　く示している。
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5
　和服の着用時に膝や轡部の布地が伸びにくく
直線的に着る和服時の長所とも考えられる。本題の肩幅と後ろ幅の差が大きい場合伸びの少ない
布地では耳を伸ばす以外の方法を用いる必要があり，この点から寺西正文氏の提案（参考文献よ
り）による内揚げ位置等の問題も含み今後の検討としたい。
　終りにこの実験等に御指導をいただいた西沢信先生に深く感謝申し上げます。
試料の引張りの初期伸び率とアイロンによる伸び率はおよそ一致した。
アイロンかけ直後の伸び率から経時後にもどりがあり，伸び率の少ない6，7，10の24時
間後のもどり率は大きい。また試料8では24時間後45％のもどりを示し，これらはアイロ
ンかけ直後に縫代を平らに処理しても，もどりによるしわが生ずることを示す。
アイロンで耳を伸ばすには耳の切り込みとスチームアイロンの効果は大きい。通常ドライ
アイロンを使用している絹で非常に耳が伸びにくい時，布地によっては切り込みを入れス
チームアイロンをかけることにより伸び率を増すことが出来る。
肩幅と後ろ幅の差による不足量Dと，アイロンかけ24時間後の伸び率の関係から，肩幅と
後ろ幅の差が3cm～5cmの不足量の範囲内では，アイロンかけの種類を選択し耳を伸ばす
ことによりおよその必要量を得ることが出来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，また伸びのもどりが大きい紬等の布地はむしろ
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